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会長挨拶         会長 棚橋 顯さん 

皆様こんにちは。4月４
日から 6 日まで鈴鹿サー
キットでF1日本グランプ
リが開催されたことは、モ
ータースポーツにあまり
興味がない方もご存知か
と思います。その開幕直前
に唯一の日本人F1ドライ
バー角田裕毅（つのだゆう
き）がレッドブル・レーシ

ングというトップチームに移籍して参戦するという日本
のモータースポーツの歴史的な事件が起きました。レッ
ドブルはエナジードリンクブランドの自社チームであり、
ホンダのエンジンを積む世界トップクラスのチームです。
2022，23年と 2年連続で優勝しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
F１は毎年 3月から 11月の 9カ月間、欧州、南米、ア

ジア、中東とほぼ毎週のように移動を繰り返して 1 年を

通じて 20カ国 23カ所のレースの合計ポイントで年間チ
ャンピオンチーム・選手を決める長期戦です。全世界で毎
年 400 万人が観戦し、約 15 億人が視聴するといわれて
います。今年の日本グランプリは角田裕毅の電撃移籍で
注目度が向上し、観客数は 3 日間で 26 万 6000 人を記
録し 2009年以来での最多を更新しました。 

F1は参戦している 10チームがそれぞれ 2台のマシン
を走らせているので、F1 のシートに座るのは世界で 20
人だけです。大谷翔平が活躍しているメジャーリーグだ
と参加チームは30。各球団が登録できる選手の上限は40
人なので、最大1200人がメジャーリーガーになれます。
井上尚弥が 4 団体王座統一をはたして話題になったボク
シングでは、主要 4 団体で 17 階級も段階があり、単純
計算すると 68人の世界チャンピオンがいるわけで、Ｆ1
ドラーバーより 3.4 倍も多いことになります。このよう
に数字で比較するとＦ1 ドライバーになる困難さはイメ
ージしやすいのではないでしょうか。 
この大舞台に立つことが許された日本人は 20 人前後

で、フルタイムドライバーとなると過去 37年でたったの
10人しかいません。こうした中で、下位チームから常勝
軍団レッドブルの 2 名しかいない枠のトップレーサーに
角田裕毅が選ばれたことは衝撃的なことで、日本人だけ
がそのスゴさに気づいていないのではないかと思います。 
彼には個人スポンサーがついておらず、後ろ盾はエン

ジンサプライヤーであるホンダだけというのが現状です。
いま街には大谷翔平の広告があふれていますよね。この
ほんの一部でもいいので角田裕毅に分けてあげてほしい
です。自らもレースをしている栢森さん、ダイコク電機は
いかがでしょうか。 
今日からまたＦ1 サウジアラビアグランプリが開催さ

れます。平均時速 230 キロ、最高速度 400 キロという
「究極のスポーツ」の世界における角田裕毅のこれから
の活躍に注目してみてください。 
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ニコ BOX 

(山﨑琢磨様、本日の卓話よろしくお願いいたします) 
棚橋会長        

(山﨑琢磨様、本日の卓話よろしくお願いします) 
中井幹事 

(先日は雨の中ガレージハウスパーティーに皆さん来
てくれてありがとうございました。楽しかったです) 
                                       髙村さん 
(娘が椙山小学校に入学しました。毎日朝早く送って 
います。朝から仕事ができてはかどります)神谷さん 
(棚橋会長、中井幹事、先日のローターアクトの式典
ではお世話になりました)            橋本(美)さん 
(ご心配をおかけしました。体調は万全です。暴飲暴
食はひかえます)            野村さん 
(髙村さん先日はガレージハウスパーティーでは大変
お世話になり、おいしいお酒と料理をごちそうにな
りありがとうございました)      参加者一同 
                         

本日合計      26,000円 
累  計     1,824,110円 

副幹事報告       副幹事 沼野明さん 

2025-2026年度の地
区研修協議会の当日のご
案内をさせて頂きます。  
場所はこのマリオットア
ソシアホテルで行いま
す。10:45～12:30まで
受付しております。昼食
時間は 10:45～12:00
までですので出席される
方で昼食を頼んでいる方

は 12:00までに昼食を終えるようにお願いします。私
は 16階の大広間に 10:45から立っていますので何か
あれば私の方に言ってもらえればありがたいと思いま
す。 
出席される方で当日欠席となった場合私の携帯電話

にご連絡して頂ければと思いますのでよろしくお願い
します。また、出席される各委員長でクラブ計画書に
方針を掲載される方は、My Rotaryやクラブ計画書で
前年の内容を見て頂きながら 4/23までに事務局まで
ご提出をよろしくお願いいたします。 

 

同好会報告 

「5月 8日開催『瑞瓏』でのトラグルメ会について」   

トラグルメ会 会長 山内 靖雄さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

5/8に行いますトラグルメ会につきまして定員 25
名のところ 4/18現在で 20名のお申し込みを頂いて
おります。あと 5名ほどの枠がございますので参加出
来る方はお申し込み下さい。 
お申し込みをされた方で当日忘れてしまう方がいら

っしゃいますので 5/8是非ともお忘れなくご参加いた
だきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

幹事報告                中井 規博さん
先日 4/11はパートナーズナイトに多数の方にご出席
いただきありがとうございました。 

本日は 100万ドルカレーの日です。 
 

【掲示物】 
・ロータリーの友_通信 4月号 
 
【地区】 
・4月 4日第 9回 ロータリー財団委員会 運営会議 
（出席：長瀬さん） 
・4 月 4 日 第 2 回 ロータリー財団委員会 全委員  
会（出席：長瀬さん） 

・4月 12日 第 35回 地区年次大会 
（出席：棚橋会長、中井幹事、橋本美穂さん） 
・4月 15日 第 7回グローバル奨学生・平和フェ 
ロー委員会（出席：長瀬さん） 

 
【配布物】 
・第６回クラブ戦略委員会のご案内 
・2025-26 年度 地区研修・協議会 当日のご案内資
料、名札 

・5/10ロータリー・フードフェスティバル(RFF)の 
ご案内、チケット 

 

卓話  
「日本から憎しみの連鎖をほどく挑戦 
～対話を通じた紛争解決・平和構築の最前線から～」 

NPO法人 アクセプト・インターナショナル 
コミュニケーション局長 山﨑 琢磨様 

 

近年、世界中で武力紛
争は増加傾向にあり、年
間 24万人近くの命が奪
われているだけでなく、
日本の人口に相当する 1
億 2千万人以上が難民
などとして住む場所を追
われています。 

SDGsに関わる様々な問題を発生させる要因にも
なるテロや武力紛争の課題。これまで国際社会は、
武装勢力に加入した人々を「テロリスト」であると
して、軍事的に殲滅しようとしてきました。しか
し、民間人の犠牲者が生まれることで「憎しみの連
鎖」が深まってしまう現実もありました。 



 3 

だからこそ、その連鎖をほどいていくための平和
的な取り組みが必要だと考えました。実際、テロや
武力紛争の当事者になる人々の多くは、生活の苦し
さや脅迫などによって武器を持たざるを得なかった
若者たちであり、平和の担い手になる大きな可能性
を持った存在なのです。 
そうした問題意識のもと、いわゆるテロ組織から

若者たちが抜け出すための支援に加え、脱退した戦
闘員に対するカウンセリングや基礎教育、職業訓練
などの社会復帰支援を、ソマリアやイエメンなどの
紛争地を中心に世界 6カ国で展開してきました。世
界の紛争解決・平和構築に大きく貢献できるユニー
クな取り組みであるとして、国際的に高く評価いた
だけるまでに成長しました。 
 今後は、国際社会で見過ごされている紛争当事者
の若者に関する新たな国際規範の制定を目指してい
ます。これにより、より大きな世界の運動に繋げて
いきます。 
また、昨今のパレスチナ情勢に関しても和平への

足がかりを築いていくべく、現地の若者主導の新た
な和平プロセスの構築に向けた対話の場を創ってい
きます。 
このような取り組みは「戦争から平和への転換」

を象徴する日本だからこそ推進できていると確信し
ています。今年は戦後 80年の節目です。日本だか
らこそ貢献できることはなんなのか。そうしたこと
を考える良い時期なのかもしれません。 
人類に課せられた難題ではありますが、日本発で

平和構築の前例を創るべく尽力してまいります。 
 

 

第 5 回 創立 60 周年記念事業実行委員会議事録 

と き 4月 18日（金）13：40 
ところ 名古屋マリオットアソシアホテル 

17階「桂」 
出席者：棚橋 室原 寺本  梅田 杉江  鈴木 

山内 橋本(修)  水谷 箕浦 村田 
     沼野 久留宮 加藤(昌) 藤掛                                              

橋本(美)  猪子 森     18名（敬称略）                           
議事録作成：藤掛 
 

1.会長挨拶（棚橋 顯） 
 ・あと７回の例会で今年度も終わる。今年度中もこ
の会議はあと２回です。緊張感が多少解放されつつ
ありますが、いい会議にしましょう。 
 

2.会長エレクト挨拶（室原 國彦） 
 ・棚橋会長とは逆に緊張感が高まってきた。創立 60
周年記念式典まであと 1年となりました。 
 

3.創立 60 周年記念事業 準備作業進行状況について
（寺本 善雄） 

 ・テーマは以前発表したものから、スローガンにも
なるので少し短くしました。 

テーマ： Your smile is my smile 
「喜ばれることに喜びを」－テーマ承認－ 

 
4.記念式典について（山内 靖雄） 
・150名の参加予定で考えている 
（来賓 50名・クラブ会員関係 100名） 
・来賓への案内・発送は 12月中に実行する 
・式典のアトラクションで  メインは  DANCE 

PERFORMANCE AIRFOOTWORKSで、バイオリ
ン演奏は LOVE KNOW、会場内でビデオ撮影をし
祝宴の場で見せるようにする。 

・ダンスパフォーマンスはステージが 6ｍ×6ｍで
150名が座れるスペースも確保している。デザート
が出た場面から 30分ほどのパフォーマンスになる。 

・DANCE PERFORMANCE AIRFOOTWORKS で
行くことを承認した。 

・LOVE KNOWは食事中に BGMで演奏するが、ドラ
ムはセッティングに時間がかかるのと、ドラムの音
が大きいので BGMに合わないかもしれない。ドラ
ム抜きも含めて検討する。 

・記念品は手土産と記念ネームプレート。記念プレー
トは 60周年ということでゴルフ会も作成しようと
しているので、調整する。      

・歴代会長紹介と会長に対しての功労表彰は、無とす
る。 
 

5.事業予算案について（寺本 善雄） 
・別資料を参照 
・来賓参加による祝儀収入を試算 
・パートナー30 名としているが、記念式典は毎回パ
ートナー分も補助している。全体で 150名を MAX
で考えると、パートナー無料だとオーバーする可能
性がある。パートナーの会場費を取る、パートナー
は呼ばない、なども含め、再考する。 
 

6. 記念事業について 
 1）4月 2日 輪島市町野地区との意見交換会 
（寺本 善雄・室原 國彦・鈴木 哲） 

 ・布団乾燥機 200台を寄贈し、10台は入院してい
る方など予備でとってある。使っている方からは
喜んでる感想を聞けたが、使っていない人もいる。
仮設住宅は 1DK で狭く布団乾燥機を置く場所、
また出した箱を置く場所もない。また電気の容量
も 30A が多く、エアコンと一緒に使うと容量オ
ーバーとなり電気が落ちて復旧するために電力
会社に連絡しないといけないらしい。またもった
いなくて使えないという方や、仮設住宅を出たタ
イミングで使いたいという方、6月の梅雨の時期
から使いたいという方など、いろいろ実態が聞け
た。 

・前回町野地区に伺った 11月と比べると、被災・
倒壊した建物の 8割くらいが撤去され、5月まで
には撤去が完了する予定らしく、復興が少しずつ
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進んでいる。物は足りているとのこと、また商店
街の再建、防災用 FM局が開設予定で的確な情報
が出せるようになる。物よりコトの支援が欲しい
とのこと。 

・町野地区は人口減少・過疎化が進んでいるが、若
いメンバーが何とかしようと取り組んでいるか
ら応援したい。 

 
 2）4 月 17 日 金沢みなとロータリークラブとの

オンライン会議（藤掛 誠一郎） 
・我々は被災者に何かをしてあげたい、という意識
でいるが、地元の人は復活してきている祭りなど
に多くに人が来てもらいたく、行った我々をおも
てなししたい、という思いが強いとのこと。我々
が祭りなどに行くことでおもてなしをしてもら
うことも支援になることを考える必要がある。 

 
 3）能登半島から愛知に来ている高齢患者の支援 

（寺本 善雄） 
・特に進んでいない。進捗次第、報告する。 
 

 4）港・中川区奉仕事業 
（寺本 善雄・杉江 豊文・森 真悟） 

・過去、周年事業は地域の事業に関わってきた。区
役所へ置時計を寄贈、ベンチを寄贈、テレビを寄
贈など。地元に対する奉仕事業は意味がある。 

・みなとロータリークラブはどんな特徴があるの
か？と聞かれても 3 年以内の会員は回答できな
い。中川法人会は地域密着で認知度も高い。名古
屋港水族館ともつながりがあるから、もしここで
も良ければ紹介できる。 

・次回会議までに森さんが提案をまとめてくる。 
 

7. 記念誌について（村田 誠一） 
・まだ進んでいない、式典の内容も入れて７月過ぎ
てから原稿をお願いする。 

 
8. まとめ（猪子 恭秀） 

・この事業がこれからに続けていきたいので、若
い方を中心に進めていただきたい。 

 
 ※次回 第 6回 会議予定： 

 2025年 6月 13日(金) 13:40～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 日 今後の例会予定 
4 25 

 
地区研修協議会報告  

17F「コスモス」 
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2 休会 
9 例会変更 

ロータリーフードフェスティバル 
5/10・11 久屋大通公園 
5/10(土) 受付 9：45～、 

例会 10：00～ 
16 港友例会    17F「コスモス」 
23 卓話      17F「コスモス」 

名古屋掖済会病院加藤祐一郎副院長 
30 休会 
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6 第 3回クラブフォーラム 
17F「コスモス」 

13 退任挨拶    17F「コスモス」 
20 休会 
27 休会 
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